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 インタビュー特集                      

■ラドビジョンジャパン インタビュー 

 

  

 
テクノロジー事業本部長 

加藤 昭彦 氏 

 

橋本：加藤様は、今年の 7 月 1 日からラドビジョンに入

社されたのですね。 

 

加藤氏：その通りです。前職は、IBM に 1988 年からラドビジョ

ンに入社前まで勤めておりました。ご存じの通り、ラドビジョン

と IBM はユニファイドコミュニケーションで協業しております。

私は 2003 年から Lotus 事業部に所属しておりまして、実は

IBM を辞める 3 年ぐらい前からラドビジョンとの仕事にかかわ

っておりました。もちろん、ラドビジョンジャパン社長である西

村耕三とも IBM 時代からよく知っておりました。ラドビジョンと

ユニファイドコミュニケーションについてお互い議論を積み重

ねてきましたが、私自身もビジュアルコミュニケーションの可

能性にだんだんと魅了されました。そういった折りに、ビジ

ネスに参加する機会に恵まれ、また前職での区切りも着い

たので、ラドビジョンに入社するに至ったわけです。 

 

橋本：IBMではエンジニア畑を歩まれていますね。 

 

加藤氏：そうですね。1988 年に入社してから、社内系オン

ラインシステムの開発を皮切りに、リレーショナルデータベ

ースの開発に関わり、その後 IBM 社内の OA 業務改革の

一環としてグループウェア刷新プロジェクトリーダやグロー

バルの CIOミッションのチームの一員として、IBM社内情報

システムやグローバルインフラの再構築に携わりました。そ

の後、西日本担当（名古屋勤務）のプリセールスエンジニ

アを経て、ユニファイドコミュニケーションにも関係してくる、

Lotus 事業部に 2003 年より担当していました。その間製品

プロモーションやセールス、またユニファイドコミュニケーシ

ョン製品営業責任者（日本）も経験しています。出身大学

は名城大学で機械工学を専攻していました。 

 

橋本：ラドビジョンとはどういった会社なのかご紹介

ください。 

 

加藤氏：ラドビジョンは、IP や 3G、そして次世代の

IMS/LTE ネットワーク上で双方向のビジュアルコミュニケー

ションを可能にする技術、製品、ソリューションを提供するリ

ーディングプロバイダーです。 

 当社は、イスラエルの会社で、設立はインターネット黎明

期の 1992 年。IP 上のコミュニケーション（VoIP）を実現する

技術を開発する目的の基に設立され、当社は来年で 20 周

年を迎えますが、V2oIP(Voice, Video over IP)技術実装の
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パイオニアで、シグナリングとメディア（コーデック）に強みを

持ちます。標準化団体や相互接続団体への積極的な貢献と

ともに当社の開発ツールは、メジャーな V2oIP 開発者に利用

されているデファクトスタンダードです。開発者のための最初

の選択肢になることを目指しています。 

 当社全世界の従業員数は、約 440 名(そのうち７割がエンジ

ニア)。世界 4 ヶ所の開発拠点をもち、営業・サポート拠点は、

世界 17 ヶ所に及ぶグローバル企業です。 

 

橋本：業績はどのような状況でしょうか。 

 

加藤氏： 当社は、VoIP 技術ソリューションをいち早く市場に

投入し市場を牽引してきました。お陰様でインターネットの拡

大とともに業績も順調に拡大。2010 年度の売上高は、9,500

万ドル、また貸借対照表上 1 億 2,600 万ドルの現金資産を保

有しており無負債。財務上健全な経営を行っています。一方、

投資の部分については、相互運用性や標準化の支援に継

続的に数百億ドルの投資を行っており、豊富な数の知的財

産や特許を保有しています。ちなみに 2000 年 3 月には、

NASDAQ 上場(RVSN)を実現しています。 

 

橋本：ラドビジョンは、製品部門と技術ライセンスの 2

つの部門があります。 

 

加藤氏：その通りです。ラドビジョンには、私が所属している

技術ライセンスを行うテクノロジービジネス事業部門（TBU）と、

ビデオビジネス事業部門（VBU）があります。 

 まずテクノロジービジネス事業（TBU）は、映像や音声を IP

ネットワーク上や 3G、IMS で通信するクライアントやサーバを

設計・開発する企業向けの実装技術、たとえば、SDK やフレ

ームワークなどの開発ツールを提供する部門です。今日のイ

ンタビューはTBU部門についてですので、この後順番に詳し

くお話させていただきます。 

  またもうひとつのビデオビジネス事業(VBU)は、エンタープ

ライズ市場向けに、インフラ機器から、管理ソフトウェア、端末

機器までエンドツーエンドでビデオ・音声会議ソリューショ

ンを提供する部門です。具体的には「SCOPIA」製品の販

売を行っています。 

 両部門は、補完しあう関係にあります。なぜなら、TBU 部

門で提供している開発ツールを利用してそれをもとに

SCOPIA 製品を開発・製造しているからです。また逆に

VBU で得られるお客様からのフィードバックなどをもとに

TBU で提供している開発ツールの向上を図れます。 

 

橋本：TBU からすると VBU はある意味お客様でもあ

るような関係に似ていますね。 

 

加藤氏：そういった面もありますね。あとそうですね、私たち

の競合となっている他のテレビ会議メーカーの多くも当社

のお客様でもあります。競合メーカーのテレビ会議製品が

売れれば売れるほど当社にとっても売上につながってくる

面があります。当社の開発ツールを利用していただいてい

るからです。 

 

 

橋本：VoIP 製品開発ではどういったニーズがあるので

しょうか。 

加藤氏：VoIP 製品開発者が求めている技術は、シグナリ

ング、メディア（コーデック）、リアルタイム、システムインテグ

レーション、相互運用性、エンドツーエンドソリューションで

す。当社の開発者向けの各種ツールは、包括的で開発者

が必要とするもの全てを見つけていただけると確信しており

ます。世界ですでに 700 社を越えるお客様に採用されてお
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り、SIP 用の開発ツールについては、300 社以上に採用され、

60%の市場シェアを持っています。 

 

橋本：ラドビジョンの開発者向けツールを活用すること

でどういったメリットがあるのでしょうか。 

 

加藤氏：大きく言って、２つあります。まずひとつ目は、開発期

間やコストの削減が可能ということ。またもうひとつは、それに

よる市場への製品投入までの時間を短縮できるということで

す。 

 特に V2oIP の製品開発においては、複雑なコーデック開発

などがあり、開発期間に時間がかかるものです。加えて、コー

デック開発においては、相互接続性が重要になりますので、

その接続検証にも時間がかかります。 

 当社の開発ツールは、すべての VoIP 開発に必要な共通な

ツールセットを提供しているとともに、クイックスタートプログラ

ム、実用的なサンプルコード、API、すでに検証されている相

互接続性などとても柔軟性が高い。通信エンジンの部分につ

いては当社の開発ツールを活用し、API でお客様のアプリケ

ーションと連結させ、必要な調整をおこなっていただけるだけ

でオリジナルな V2oIP アプリケーションが短期間で開発可能

です。加えて検証の手間も大幅に減らせます。結果、トータ

ルな開発コストの低減が可能ですし、市場への製品投入まで

の時間も短縮できます。 

  

橋本：具体的にはどういった開発者向けツールを提供さ

れているのでしょうか。 

 

加藤氏：まず TBU 部門では、端末やサーバなどの開発用の

プロダクトとテストツール、そしてそれらを支援するプロフェッ

ショナルサービスを提供しています。 

 

 

 

橋本：まずは端末やサーバなどの開発用のプロダクト

とテストツールについてご説明いただけますか。 

 

加藤氏：提供している開発者向けソリューションは、大きく

分けて 3 つあります。ひとつ目は、端末製品開発用フレー

ムワーク「BEEHD」、ふたつ目は、SIP サーバ開発用の「SIP

サーバフレームワーク」、そして三つ目は、プロトコルスタッ

ク（ツールキット、SDK）になります。またこれらに加えてビデ

オ品質のモニタリングや試験を行うためのツール各種があ

ります。 

 

 BEEHD は、端末開発の切り札として当社が自信を持って

提供している開発用ツールですが、デバイスやそのチップ

セットによって 3 種類のツールを提供しています。 

 それらは、IntelベースのWindowsアプリケーション開発向

けの「BEEHD for Desktop」、Android 版携帯端末やタブレ

ッ ト 向 け の 「 BEEHD for Personal Devices 」 、 そ し て
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Embedded Linux 版で Texas Instruments 社の DaVinci チッ

プの専用端末向けの「BEEHD for Enterprise」になります。今

後 Apple 社の iOS 対応向けも 2012 年の第１四半期の提供を

予定しています。BEEHD をさらに充実したソリューションとし

ていきます。 

 

 

 

橋本：BEEHDの採用実績などはいかがでしょうか。 

 

加藤氏：BEEHD は発売されて 2 年が立ち、開発会社におい

て導入が進んでいますが、アジア太平洋地域での最近の大

きな開発事例としては、サムスン(Samsung)の Android ベース

のタブレット Galaxy TAB２向けのテレビ電話があります。この

テレビ電話は、コリアテレコムの双方向のビデオコールサービ

スで採用されています。当社の技術が韓国を代表する通信

会社のサービスで活用されているひとつの例となります。ちな

みに、YouTube でその CM も見られますので、よろしければご

覧ください。（2011 年 12 月 15 日現在）。 

 

橋本：SIP サーバフレームワークについてお願いします。 

 

加藤氏：SIP サーバフレームワークでは、「SIP Server Core」、

「Presence & Events」、「B2BUA」を提供しています。 

基本的に SIP 環境での V2oIP アプリケーション開発には、

サーバと端末開発のふたつの開発が基本的に必要になりま

すが、この SIP サーバフレームワークに加え、さきほどの端末

開発用の BEEHD を用いることでできます。 

 

 

 

橋本：プロトコルスタックについてお願いします。 

 

加藤氏：プロトコルスタックでは、「SIP Developer Suite」、

「NAT Traversal」、「MSRP」、「A-RTP」、「Diameter」、「IMS 

SIP Suite 」 、 「 H.323 」 、 「 MEGACO 」 、 「 MGCP 」 、

「3G-324M」を提供しています。NAT トラバーサルや H.323、

IMS 環境むけの各種プロトコルスタックを用意しています。 

当社の開発者向けソリューションについては、インターネ

ット初期の 90 年代からこのプロトコルスタックの提供を行っ

ております。昨今の端末開発ニーズの増大にともなって、

ツール自体においても包括的なエンドツーエンドのソリュー

ションが要望され、当社として BEEHD や SIP サーバフレー

ムワークを提供するに至っています。 

当社の提供するラインナップから開発者が必要とするも

のすべてが見つかるはずです。 

 

橋本：開発においては試験ツールも重要ですね。 

 

加藤氏：もちろんそうです。開発したアプリケーションにバ

グはないか、正しく動作するかを確認するプロセスを行うこ

とは開発者としては当然ですが、当社の開発者向けソリュ

ーションは、そういったニーズに対応する V2oIP テストおよ

びビデオ品質分析ソリューションを 4 つ用意しています。 

  IP ネットワーク上で、音声・ビデオの送受信の品質向上
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を行うための SDK である「VQSDK」の他、企業の IP ネットワー

ク上の、ビデオ送受信の監視、評価・分析、問題解決、効果

予測のためのツール「VQMonitoring」、その VQMonitoring の

分析機能を拡張した多角的分析ツール「eVident」、そしてさ

らには、IMS・SIP・H.323・3G-324M・V2oIP のテストスィート

「ProLab」を提供しています。 

 

橋本：試験ツールの特長は。 

 

加藤氏：ビデオ品質の評価は、フレームやピクセル単位で分

析できるようになっていますので、非常に高度なレベルで開

発中のアプリケーションの調整が可能です。 

 このソリューションは、基本的には開発者向けではあります

が、日本国内では、インターネットサービスプロバイダーのネ

ットワーク検証でも採用いただいております。 

 

橋本：V2oIP 開発に慣れていない、あるいはしっかりと

したサポートが必要な場合はいかがでしょうか。 

 

加藤氏：そういったニーズに対して、完全なバックアップをす

るための充実したサポートサービスを「グローバル プロフェッ

ショナル サービス」として提供しています。このプロフェッショ

ナルサービスでは、V2oIP アプリケーションを開発するプロセ

スの設計デザインから、開発中でのさまざまな支援、そして接

続検証、市場投入まで一貫したサポートを二人三脚のように

対応させていただきます。加えて、開発のアウトソーシング

も可能です。1992 年設立以来積み上げられたノウハウと経

験を開発者の皆様にご提供させていただきます。 

 

 

橋本：TBU事業のプロモーションとして取り組んでい

らっしゃることがあるそうですね。 

 

加藤氏：はい。インターネットを活用して、当社のウェブサイ

トからの情報発信の他、開発者がいろんな情報交換が行

える「Developer Community」、ニュースレターの発行、ブロ

グ掲載など TBU 事業についての理解を深めてもらう取り組

みを展開しています。また、ツイッターやフェイスブックでも

タイムリーな情報を配信しております。特に、フェイスブック

についてはラドビジョン本社および、ラドビジョンジャパンと

して日本語での情報提供も行っていますので、アカウントを

お持ちの方は是非アクセスいただければと思います。なお、

自社主催やパートナー様との共催セミナーあるいは日経Ｂ

Ｐ主催の ITpro EXPO 2011 などの展示会も積極に実施し

ています。 

 

橋本：今後の取り組みなどについても含めて教えてく

ださい。 

 

加藤氏：こういった取り組みを積極的に展開することで、ラ
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ドビジョンの認知や理解を広めていきたいと考えています。そ

の中で、TBU については、今年（2011 年）と来年にかけてとり

わけ BEEHD のプロモーションを図っていくことを考えていま

す。そのために、新たな販売代理店様や開発ベンダー様の

発掘、あるいは、キャリア様やサービス提供事業者（サービス

プロバイダー）様などのパートナーシップも積極的に増やして

いきたいと思っています。 

 今後、ビジュアルコミュニケーションは、モバイル環境の充

実によって会議室の外でのアプリケーションが増えてくると見

ています。たとえば、双方向会議以外にも、監視システムや

救急車にテレビ会議を搭載した事例なども海外では増えてき

ています。また、コンシューマーにおけるビデオチャットの可

能性も広がっていますので、これからの関連のビジネスは今

後非常に面白くなっていくと考えています。 

 そういった期待感の高いビジュアルコミュニケーション市場

で、当社はそういったビジネス機会を取り込んでいける技術

を提供することができます。 

  

橋本：ありがとうございました。 

 

RADVISION Japan 株式会社 
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FAX 番号: 03-5816-8955 

Email: infoJAPAN@radvision.com 
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 製品・サービス動向-国内                 

■NTT アドバンステクノロジ、RealTalk C7 の後

継機種マイク・スピーカーの販売開始 

  NTT アドバンステクノロジ株式会社（東京都新宿区）は、

音声会議用マイク・スピーカー2 機種を 12 月下旬より販売

開始する。（11 月 25 日） 

 
R-Talk 800EX(NTT アドバンステクノロジ 資料) 

 
外観や性能は同じだが端子を USB とオーディオケーブルに

絞ったR-Talk 800PC(NTTアドバンステクノロジ 資料) 

 今回販売開始するのは、2007 年から販売している

「RealTalk C7」の後継機種として、「R-Talk 800EX」と、

「R-Talk 800PC」。 

  新製品は、RealTalk C7 の音響処理はそのままに、ビジ

ネスバックに入れて持ち運べる A5 判サイズのスリムなボデ

ィを採用した。ビジネスホン（アナログ/デジタル/IP）、携帯

電話/スマートフォン（オーディオケーブル/Bluetooth）、PC

（USB 接続で Web 会議）で簡単に接続できる。 

USB バスパワー給電の他電池駆動（単 3 電池 4 本で約 2

時間、充電池も対応）も可能で、Bluetooth 接続機能や拡

張マイクなどあらたな機能を追加した。加えて、拡張マイク

を使用すると、最大 15 人程度の会議にも対応する。 

R-Talk 800PC は、R-Talk 800EX の外観サイズ、音声品
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質、集音範囲などの基本性能はそのままで、接続端子を

USB およびオーディオケーブルに限定、価格をおさえたモデ

ルになる。PC での利用を想定している。 

販売価格については、R-Talk 800EX が 92,400 円、R-Talk 

800PC は 52,500 円。 

来年の 3 月には中国とアメリカで販売開始する。その後欧

州や南米、アジア各国の販売も順次開始する。 

 

■ロゴスウェアの Web 会議システム、新価格プラ

ンを発表 

ロゴスウェア株式会社（茨城県つくば市）は、Web 会議シス

テム「POWERLIVE3(パワーライブ・スリー)」の新価格プランを

発表した。（11 月 22 日） 

 

POWERLIVE3(ロゴスウェア資料) 

  POWERLIVE3 は、サーバー・インストール型のソフトウェア。

今回の発表では、手軽な初期導入費用と固定額の年間利用

料金で使用は無制限という価格体系を実現した。ASP 型の

Web 会議システムではコストの問題が生じるため、頻繁に使う

ユーザにとっては、使い放題・定額固定料金が圧倒的に有

利だという。 

  POWERLIVE3 は、映像・音声配信、文字チャット、共有メ

モ、ホワイトボード、大画面ビデオ配信、ドキュメント共有、

Web ページ共有、投票（アンケート）、管理画面（スケジュー

ル、ユーザ、文書管理）など Web 会議システムに求められる

機能を標準でフル装備している。また API をサポートしてい

るため、グループウェア、SNS、ActiveDirectory などと連結

することも可能。 

 販売価格はアカデミックと一般企業の２種類を用意。アカ

デミックでは、初期費用が 98 万円、2 年目以降 18 万円/年。

一方一般企業は、初期費用 146 万円、2 年目以降 24 万円

/年。 

 
 ビジネス動向-国内                       
■ポリコムジャパン代表執行役社長に、前 BT ジ

ャパン社長 長谷川 恵氏が就任 

 

代表執行役社長 長谷川 

恵 氏 

 ポリコムジャパン株式

会社（東京都千代田区）

は、11 月 1 日付けで長

谷川恵（はせがわめぐ

み）氏が日本法人の代

表執行役社長に就任し

たと発表。（11 月 11 日） 

 長谷川氏は、ポリコム入社以前は BT ジャパン株式会社

の代表取締役社長を務め、同社の事業運営の統括、戦略

開発および戦略実行における責任者として、業績の回復

や黒字化など日本での業務改善において非常に重要な役

割を果たした。またBTジャパン入社前は、株式会社データ

クラフトジャパンのカントリーマネージャーを務め、同社の

黒字化に成功した。 

 ポリコムは、2011 年 9 月に「Polycom RealPresence」戦略

を発表。長谷川氏の就任により、この新事業戦略を中核に

したビジネスの展開を図っていくとともに、医療・教育・製

造・流通といった新しい市場に対する販売戦略およびマー

ケティング戦略を構築する方針。日本市場でのさらなるビ

ジネス拡大を目指す。 
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 製品・サービス動向-海外                 

■ポリコム社、企業向けモバイル対応HDビデオソ

リューションを発表 

 米ポリコム社は、同社初のタブレット用 HD ビデオソフトウェ

アソリューション「Polycom RealPresence Mobile(ポリコム リア

ル プレゼンス モバイル)」を発表した。（11 月 15 日） 

 

 Polycom 

RealPresence Mobile イメージ図（ポリコムジャパン資料） 

ポリコム社によると、モバイルビデオ会議は、ビデオコミュニ

ケーションへの需要、リモートワーカーの増加、技術の進歩な

どの要因で著しく成長しているという。 

 Polycom RealPresence Mobile は、企業向けモバイル対

応 HD ビデオソリューション。ユーザは、「iPad」や「Motorola 

XOOM」など iOS や Android 端末を使ったビデオ会議が可能

になる。標準プロトコルをサポートしているため、タブレットの

他、ノートパソコン、デスクトップビデオ会議システム、テレプ

レゼンスなどとの通信が可能となっている。iOS と Android ア

プリは、それぞれ Apple App Store と Android Market から無

料でダウンロードすることができる。 

 タブレットに対応したビデオ会議システムであるため、タッチ

パネル操作のインターフェイスに対応しており、また、ステレ

オエコーキャンセラー、音声検出、ノイズ低減、「Constant 

Clarity」機能を搭載している。一方、ネットワークについて

は Wi-Fi、3G、4G での通信に対応するとともに、ファイアー

ウォールトラバーサルと VPN クライアントを使ったセキュア

な通信も可能となっている。加えて、企業ディレクトリへの接

続ができるため、ユーザは名前をタッチするだけでビデオ

通話を開始できる。 

  一方、この RealPresence Mobile によりサービスプロバイ

ダ ー は 、 ク ラ ウ ド 対 応 「 ビ デ オ サ ー ビ ス （ Video as a 

Service ） 」 を提 供 す る こと も で き る と い う 。 その 場合 、

Polycom RealPresence プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に Polycom 

RealPresence Mobile を構築することになる。 

   

■ラドビジョンBEEHD/Android 版第一弾を韓国

サムソン社に提供開始 

  ラドビジョンジャパン株式会社（東京都台東区）の発表に

よると、「BEEHD Personal Device Android V3.2」に対応す

るタブレット端末「Samung Galaxy TAB」をサムソン社とコリ

アテレコム社で発表、販売開始した。 

  同時に、コリアテレコム社は、Samung Galaxy TAB を利

用した双方向のビデオコールサービス開始の発表が行わ

れたという。 

  BEEHD Personal Device Android V3.2 は、同社 TBU 部

門（Technology Business Unit）が提供しているビジュアルコ

ミュニケーションフレームワークエンジン（開発者向け）。 

 

■アルカテル・ルーセント社、OpenTouch スィ  

ートの出荷開始、マルチデバイスに対応 

  アルカテル・ルーセント社は、マルチパーティ、マルチ

デバイス、マルチメディアを特長とした企業向けのコミュニ

ケーションソリューション「OpenTouch」の第一弾の製品の

出荷を 11 月から開始したと発表。 

  OpenTouch スイートは、統合型コミュニケーション・アー

キテクチャー「OmniPCX Enterprise ソリューション」と

「Genesys SIP ソリューション」に加え、アルカテル・ルーセッ
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ト社のキャリアテクノロジーをベースに開発されている。 

  OpenTouch には、以下の 3 種類のパッケージがある。（１）

「OpenTouch Business Edition」。ユニファイドメッセージング、

インスタントメッセージング、プレゼンス管理、ビデオ、マルチ

メディア・カンファレンシング、モビリティなどユニファイドコミュ

ニケーション機能を備える。中小企業向けのオールインワン

コミュニケーションサーバー。OmniVista 8770 を含め全ての

機能が１台のアプライアンスサーバに収められる。（２）

「OpenTouch Business Edition Hosted」。特長や搭載機能は、

OpenTouch Business Edition の自社運用バージョンと同一。

た だ し 管 理 機 能 が 拡 張 さ れ て い る 。 （ ３ ） 「 OpenTouch 

Multimedia Services 」 。 「 OmniPCX Enterprise 

Communications Server」を補完するアドオン・ソフトウェア。 

 特長としては以下のとおり。（１）OpenTouch アーキテクチャ

ーは、アプリケーションレイヤーとサーバーレイヤーとの間に、

SIP ベースにしたカンバセーションレイヤーを置くことで、マル

チパーティ、マルチデバイス、マルチメディアを実現している。

（２）「OmniVista 8770 Network Management System(ネットワ

ーク管理システム)」による統一的な管理機能を利用可能。

（３）スマートデスクフォン「OmniTouch My IC Phone」をサポー

ト 。 ま た 、 OmniTouch My IC Phone は 、 OpenTouch 、

「OmniPCX Office R8.1」、「OmniPCX Enterprise R.10 for 

Hospitality」などに対応。 

 

 ビジネス動向-海外                        

■ZTE 社、Touchline Video 社と販売代理店契約を

締結 

  中国の ZTE 社は、イギリスの Touchline Video 社と販売代

理店契約を締結、イギリス市場に参入した。（10 月 8 日） 

  今回の締結により、ZTE 社が提供するテレプレゼンス、ビ

デオ会議システム、ビデオ監視、デジタルホーム機器、IPTV

ソリューションをイギリス市場に初めて投入する。Touchline 

Video 社は、イギリスのビジュアルコミュニケーションソリューシ

ョンにおいてトップディストリビューターという。 

  ZTE 社は、1994 年にビデオ会議システム開発のための

R&D部門を初めて設置。その4年後には販売を開始し、今

では 27 カ国ですでに 10 万台のビデオ会議システムの販

売実績があるという。 

 

 導入・利用動向-国内                       
■日本インターネットスクール協会の東大指導セ

ンターで SOBA プロジェクトの SOBA スクー

ルが採用される 

  株式会社 SOBA プロジェクト（京都市下京区）は、同社

が提供するインターネット個別指導アプリケーション「SOBA

スクール」が「東大指導センター」に採用されたと発表。（11

月 29 日） 

 
東大指導センターの様子（SOBAプロジェクト資料） 

 
SOBAスクール授業画面イメージ(SOBAプロジェクト資料) 

  東大指導センターは、NPO 法人 日本インターネットス

クール協会（JISO、東京都江戸川区）が 2011 年 12 月 1 日

から開始する新事業であるインターネット個別指導塾。 

日本インターネットスクール協会は、学習塾においてイン

ターネットを活用した教育システムを実施する機関として
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2008 年に設立。2011 年 12 月 1 日からインターネットを活用し

た東大指導センターを開始。同事業は東京大学、慶応大学、

早稲田大学などを中心とした現役生を講師（約 15 人）とし、

SOBA プロジェクトが開発した SOBA スクールを使用する。小

中学生に遠隔で学習や進学指導を行う。現在、東京都内の

学習塾数校と契約が進んでおり、中学受験・大学受験の個

別指導を開始予定となっている。今後は、全国の学習塾に対

して指導サービスを展開していく予定という。東大指導センタ

ーの運営は、JISO から委託を受けたエデュコラボ合同会社

（東京都足立区）が行う。 

また JISO では、東北被災地の子供達への教育支援も行っ

ており、SOBA プロジェクトでは、JISO の支援活動「東日本大

震災被災に伴う学習困難にある子供への学習支援事業」へ

協賛し SOBA スクールのアカウントを無償で提供する。 

  SOBA スクールでは、映像と音声のリアルタイム対話、テキ

ストや問題集を画面で共有することができる。ホワイトボード

機能やファイル転送機能もある。 

 初期費用は 5,250 円/ID、月額 1,050 円/ID。(オプション)

個人サポートプラン 525 円/ID。販売元は、株式会社 SOBA

エデュケーション。SOBA プロジェクトの関連会社。 

 

■パナソニック、日本 IBMの Lotus Live を採用 

 日本IBM株式会社（東京都中央区）の発表によると、パナソ

ニック株式会社（大阪府門真市）が、日本 IBM の提供する企

業向けクラウド型コラボレーションサービス「Lotus Live」の利

用を開始した。（11 月 9 日） 

 パナソニックは、現在すすめているパナソニック電工株式会

社と三洋電機株式会社の完全子会社化をベースとしたグル

ープ再編やグローバル事業展開の加速を図るため、グロー

バルなコーポレート・コラボレーション基盤「Global Work 

Place」として Lotus Live を導入。これにより、グローバル市場

での顧客ニーズの発掘や、グローバルに活躍する社員間の

協業を推進していく。 

  Lotus Live を展開するにあたっては、間接部門の全従業

員約 20 万人のユーザープロファイルを登録。写真、部署名、

仕事内容を共有する他、チャットや Web 会議を活用したコ

ミュニケーション、アイデアを幅広く募りながら記録を残せる

コミュニティー、協同作業を効率的に管理するためのアクテ

ィビティーといった機能を活用する。加えて、招待機能を使

ったグループ外とのコラボレーションも促進する。 

  Lotus Live は、電子メール、コラボレーション（情報共有

と協同作業）、Web 画面共有（Web 会議、Web セミナー）の

3 サービスを提供。クラウドサービスであるため、Web ベー

スですぐに利用できる点や、コラボレーションと画面共有サ

ービスでは、社外のユーザを「ゲスト」としてライセンス不要

で招待できるといったところが特長だ。 

 Global Work Place 構築にあたって、IBM とパナソニックは

共同で Lotus Live の機能強化に取り組んだ。IT 基盤の異

なる 2 社の統合、グローバル展開、20 万人を越えるユーザ

数といったパナソニックの要件に基づき、情報管理機能の

強化などを行ったという。 

 

 決算発表-海外                        

2011 年第 3四半期（7月-9 月） 

 

■米ポリコム社（NASDAQ上場） 

Polycom売上推移
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  米ポリコム社は、第 3 四半期の売上は、過去最高の 3

億 7900 万ドルを達成した。また非 GAAP 純利益は、4,800

万ドル。前年同期 3 億 800 万ドル、また非 GAAP 純利益

3,400 万ドルから大幅に増加した。現金と投資の残高合計
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が 5 億 4000 万ドル。負債ゼロで第 3 四半期を終えた。 

  地域別構成は、南北アメリカが 52%（前年比 16%増）、ヨー

ロッパ・中東・アフリカが 24%（前年比 23%増）、アジア太平洋

地域が 24%（前年比 41%増）。 

  第 3 四半期ビジネスハイライトとしては、以下を発表してい

る。（１）新興市場での収益が大幅増。前年比 50%増加。（２）

米国政府関連で予約販売が前年比 40%増加。認定の取得な

ども。（３）HP 社のビジュアルコラボレーション部門の買収完

了。新規大型顧客獲得。（４）Polycom RealPresence プラットフ

ォーム戦略の発表。（５）米 Jive Software 社との提携を発表。

ソーシャルビジネスプラットフォームへの統合。 

 

 セミナー・展示会情報                    
＜国内＞ 

 

■会議の効率化を実現！『ConforMeeting 無料体験セミナー』 

定期開催 

日程：1 月 4 日（水）、11 日（水）、18 日（水）、25 日（水）   

※全ての日程で 13:30～14:30、15:30～16:30 の 2 回開催 

会場：NEC 情報システムズ 本社（東京都港区） 

主催：日本電気株式会社、株式会社 NEC 情報システムズ 

詳細・申込：
http://www.nec-nis.co.jp/topics/event/conformeeting/seminar.html 

 

＜海外＞ 

 

■The WR Collaboration Summit - Amsterdam 2012 

日時：2011 年 1 月 30 日～1 月 31 日 

会場： オランダ アムステルダム NH Barbizon Palace 

主催：Wainhouse Research, LLC 

詳細・申込：
http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&event=446 

 

■TeleSpan's Seventh Annual Future of Conferencing 

Workshop 

日時：2011 年 3 月 15 日-3 月 16 日 

会場：アメリカ ラスベガス  

主催：TeleSpan Publishing Corporation 

詳細・申込：http://www.telespan.com/workshop/index.html 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Twitter、facebook、dtc-forum                
ツイッターとフェイスブック、dtc-forum を通して遠隔会議関係のニ

ュースなど関連情報を配信しています。よろしければご覧くださ

い。 

 

＞dtc-forum メーリングリスト  

http://cnar.jp/cna/dtcforum-ml.html 

＞Twitter 

日本語版： https://twitter.com/cnarjapan 

英語版： https://twitter.com/cnarjp 

＞Facebook 

「テレビ会議・Web 会議・電話会議 & ユニファイドコミュニケーシ

ョン研究会」 

 http://www.facebook.com/unifiedcom 

 

遠隔会議について橋本が収集している情報はまず dtc-forum に

おいて配信しています。遠隔会議に関する公にされているさまざ

ま な情 報 になり ま す 。 一 方、 Twitter や facebook の方は、

dtc-forum で配信している情報のうちトレンドに影響するものを選

択して配信しています。 

 

ちなみに、この定期レポートでは、プレスリリースと橋本が独自

で取材したもののみになります。 

 

 遠隔会議についていろんなことを知りたいという方には、

dtc-forum をおすすめします。とりあえずトレンドがわかればという

方は、twitter か facebook、あるいは、この定期レポート。ただし、

情報を早く知りたいという場合は、twitterと facebookをおすすめし

ます。一方 Dtc-forum は配信量も多いですし、情報はタイムリー

に配信するようにしています。 

 

 編集後記                            

今号もお読みいただきましてありがとうございました。 

 

今年はこれで最後の号になりました。お陰様で 23 号全て発行

できました。皆さん読者のお陰です。ありがとうございました。 

 

師走も半ばとなりましたが、私は個人事業ですが自宅で働いて

いるため忘年会は特にありません。会社員の皆さんはその点うら

やましいなと思っています。 

 

12 月の後半は、今まで蓄積してきた情報の整理と見直し、そし

て今年度分の確定申告準備の作業を予定しています。CNA レポ

ート・ジャパンの事業年度は１月から 12 月を１期間としています。 

 

今年も後 2 週間ほどになりましたが、良いお年をお迎えください。 

 

来年もよろしくお願い致します。   
     

遠隔会議システムアナリスト 橋本 啓介 

http://www.nec-nis.co.jp/topics/event/conformeeting/seminar.html
http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&event=446
http://www.telespan.com/workshop/index.html
http://cnar.jp/cna/dtcforum-ml.html
https://twitter.com/cnarjapan
https://twitter.com/cnarjp
http://www.facebook.com/unifiedcom

